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副塾頭・事務局長副塾頭・事務局長 鈴鈴 木木 重重 男男



教育基本法教育基本法
第第99条条 法律に定める学校の教員は、法律に定める学校の教員は、自己の崇高な使自己の崇高な使
命を深く自覚し、命を深く自覚し、絶えず研究と修養に励み、絶えず研究と修養に励み、その職その職
責の遂行に努めなければならない。責の遂行に努めなければならない。

教育公務員特例法教育公務員特例法
第第2121条条 教育公務員は、その職責を遂行するために、絶えず研究と教育公務員は、その職責を遂行するために、絶えず研究と
修養に努めなければならない。修養に努めなければならない。
第22条 教育公務員には、研修を受ける機会が与えられなければ
ならない。
２ 教員は、授業に支障のない限り、本属長の承認を受けて、勤務
場所を離れて研修を行うことができる。

国立及び公立の義務教育諸学校の教育職員の

給与に関する特別措置法（給特法）
４%の教職

調整額



北海道教育委員会北海道教育委員会
教師の仕事：服務の宣誓教師の仕事：服務の宣誓

宣 誓

私は、ここに、主権が国民に存することを

認める日本国憲法を尊重し、かつ、擁護する

ことを固く誓います。

私は、地方自治の本旨を体するとともに、

教育を通じて国民全体に奉仕すべき責務を深

く自覚し、教育に従事する公務員として誠実

かつ公正に職務を執行することを固く誓いま

す。



勤務時間を勤務時間を
ブットバセ！ブットバセ！

教師の仕事
絶えず研究と修養に励み、国民全体に奉仕すべき

責務を深く自覚して、その職責の遂行に努めなけれ
ばならない。



若 手

中 堅

指導的
立場

ひたすら職務遂行
新視点で挑戦

外部刺激を受入

学校の活性化
確実な教育成果

教育団体等に寄与

教育的責務に対応
法令の遵守
社会に貢献

絶えざる研究と修養絶えざる研究と修養

教教
師師
のの
仕仕
事事

自自
己己
実実
現現

イイ
ンン
セセ
ンン
テテ
ィィ
ブブ



若手教師：若手教師：19701970年札幌盲学校奉職年札幌盲学校奉職

鈴木式点字触読指導法の工夫鈴木式点字触読指導法の工夫

中途失明の教師が複数名、中途失明の教師が複数名、
休職し、休職し、

北海道札幌盲学校で、北海道札幌盲学校で、
理療師を目指し、理療師を目指し、

点字教科書ではなく、点字教科書ではなく、
テープレコーダーで学習テープレコーダーで学習

新しい発想
盲学校小１の

点字触読実態を
整理・分析・考察
中途失明者の

点字触読指導に点字の形にも着目点字の形にも着目
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鈴木式点字触読指導法鈴木式点字触読指導法

鈴木式点字触読指導法を確かめよう

点字シートの赤筋が入っている方を、左側にしてください。
点字は、左手の人差指で触読、どの指でも結構です。

左から右に動かします。
指紋の中心部と爪の先端部の間で、触読します。



昭和45年当時、札幌盲学校中学部の歩行指導

集団での歩行指導
（交通安全教室と似ている）

携帯用スライド式白杖

個別化した
組織的・計画的な
歩行指導が必要

Orientation & MobilityOrientation & Mobility



道路環境の状況把握を道路環境の状況把握を
交通音で理解できるようにするため、交通音で理解できるようにするため、
音声合成機器と音声合成機器と1818個のスピーカー、個のスピーカー、

１８個のスピーカーと対応振動ボタンを１８個のスピーカーと対応振動ボタンを
組み合わせた装置を設計組み合わせた装置を設計



若手若手教師教師
雪路補助具を開発雪路補助具を開発
先天盲児・早期失明児の歩行訓練先天盲児・早期失明児の歩行訓練

1.  ボディーイメージ要素
2.   方向概念要素
3.   対音源歩行要素
4.  音源軌跡要素
5. 歩行軌跡要素
6. 対風、対太陽に対しての身体の方向づけ要素
7.   空間構成物の関係把握要素
8.   白杖探索要素
9.   白杖操作要素
10. 歩行標識と点地図作成要素
11. 読図歩行要素
12. 雪路白杖操作要素



１９７０年
韓 継綏老子
台湾の台南駅

１９７１年
台中市

台湾の統合教育 1960年代から台湾とマレーシアで

American Foundation for Overseas Blind

１９７２年
高雄市

統合教育Inclusion in Educationの自主研究



若手教師若手教師 昭和昭和4949年北海道厚真高等学校の事例年北海道厚真高等学校の事例

我が国初の点字を用いた高校生我が国初の点字を用いた高校生



厚真高校の事例を知った厚真高校の事例を知った
中学部生徒が、是非、中学部生徒が、是非、

普通高校に行きたいと希望。普通高校に行きたいと希望。
アパートに同居、食事、点訳等アパートに同居、食事、点訳等

我が国初、全盲の高校生我が国初、全盲の高校生

北星学園男子高等学校北星学園男子高等学校



【札幌蹴球団の創設当時のあゆみ】ホームページより

昭和４５年（１９７０年）元北海道サッカー協会副会長
の鈴木重男氏や鈴木徹氏、川崎聖夫氏、松尾幸雄氏
ら札教大、札幌大、北学園大等のＯＢが中心となって

設立しました。 昨年まで団長

昭和４７年 札幌サッカー協会常任理事
（昭和６１年３月まで 札幌リーグ運営委員長、技術委員長）
昭和６０年 北海道サッカー協会常任理事
（平成１０年３月まで 国体成年の部監督、技術委員長）
平成１０年 財団法人北海道サッカー協会理事
（平成１８年１０月まで 常務理事、副会長）

技術委員長として、サッカーの選手強化、指導者養成、普及事業
B級ライセンス取得で、新陽高校 盛田先生を派遣し、指導者養成の組織化を図る。
経済界の樫原泰明元会長、村井将一前会長に「目標管理」 等を学ぶ。

新陽高校と山の手高校サッカー部がボランティア活動

教育団体等への寄与教育団体等への寄与



音でボールの位置が分かるように、音でボールの位置が分かるように、
ボールの中に、スポンジを詰め、ボールの中に、スポンジを詰め、
防犯用ブザーを埋め込んだ。防犯用ブザーを埋め込んだ。

その後は、モルテンゴム工業に依頼し、その後は、モルテンゴム工業に依頼し、
全「ボール」種で鈴入りボールを特注全「ボール」種で鈴入りボールを特注

ゲームルールを工夫ゲームルールを工夫

若手教師若手教師



昭和５１年度昭和５１年度
佐賀佐賀国体成年の部国体成年の部

２名２名の聾学校卒業生の聾学校卒業生
社会的統合社会的統合

若手教師若手教師



中堅教師中堅教師 部活動部活動
サッカーサッカー →→ レスリングレスリング

北海高等学校：早坂先生北海高等学校：早坂先生
第一高等学校：渡部先生第一高等学校：渡部先生

岩見沢農業高校：井上先生岩見沢農業高校：井上先生



Jｏｕｒｎａｌ ｏｆ Vｉｓｕａｌ Iｍｐａｉｒｍｅｎｔ & Bｌｉｎｄｎｅｓｓ JANUARY 1985 pp24-26 

３年間の雪路パターンの定点観測３年間の雪路パターンの定点観測
（写真記録（写真記録→→カテゴリー分析）カテゴリー分析）

降雪時期ごとの雪路パターンの抽出降雪時期ごとの雪路パターンの抽出

中堅教師中堅教師



Sonic-Guide
超音波メガネ

中途失明生徒への
描画指導

中堅教師中堅教師



中堅教師中堅教師
１９８６年１９８６年



校長校長
旭川盲学校旭川盲学校

社会貢献等社会貢献等
若手教師時代若手教師時代
のノウハウ等のノウハウ等

活用活用

中途失明者の中途失明者の
点字触読指導点字触読指導
白杖歩行指導白杖歩行指導



北海道新聞2006/03/01(木) 朝刊
教育「希望を求めて」
第2部 保護者の視線

学校教育法

第37条の４

校長は、校
務をつかさ
どり、所属
職員を監督
する。

校長校長



勤務時間を勤務時間を
ブットバセ！ブットバセ！

教師の仕事
絶えず研究と修養に励み、国民全体に奉仕すべき

責務を深く自覚して、その職責の遂行に努めなけれ
ばならない。

奉奉 仕仕

自己実現自己実現



教師の仕事

特別支援教育の導入とその以後の
日本の特殊教育サービス伝達体制の変化

2009年
●韓国特殊教育学会秋季大会での

発表と論文掲載
●国立ソウル盲学校での講演

研究研究
・・

修養修養

奉奉 仕仕
インセンティブインセンティブ

自己実現

退職後：社会貢献等退職後：社会貢献等
教師時代のノウハウの活用教師時代のノウハウの活用

障害児・者ボランティア活動
北海道チャレンジド・サッカー連盟
新陽高校と

北海道文教大学チャレンジド・スポーツ
教室

札幌大学チャレンジドスポーツ教室と
学習塾


